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日 本 産 倍 数 性 タ ン ポ ポ の 問 題

由 　　 口 　　　　　　 聰

　　 （大阪府立大農学部）＊

1． は じ め に

　 日 本産 タ ン ポ ポ の 分類 は，北村（1957）に よ り詳 し く研

究 さ れ ，
Ceratophora ，　Mongo 】ica の 2 亜節，22種 4 変種

8 品種 が あげ られ て い る．発表当時 は ， 北方 の 旧 領土を

合 ん で い た 関係 もあ り，種数 は更 に 多 か っ た．ま た 岡部

（1951），宮地（1932），竹本（1954，1956
， 1961，1970）， 西

岡（1956）らに よ っ て細胞遺伝学的研究が進 め られ次の よ

う な 事 実 が 判明 し た，す な わ ち 日 本産 の タ ン ポ ポ は， 2

倍体か ら 8 倍体ま で を含む倍数性 シ リ
ーズ が 顕著 で あ り，

倍数性種 は単為生殖を し， 2倍体 は自家不和合 で も っ ぱ

ら他殖を行 な っ て お り， 倍数休 は 減数分裂時 に ， 多価接

合の 頻度 が 少 な い と い うよ うな 事実 で あ る．

　前述 の 2亜節 の うち ，
Cerat 〔♪phora 亜 節は， ：1ヒ半球の

高緯度地帯 に 周極 的 に 広 く分布 し，
4 倍体 が 中心 と な っ

て い る こ と が 報告され て お り CRICHARDS　1973）， か な り

寒冷 な 気 候 条件に 適応 して い る グル
ー

プで ある。FI本 に

お い て も， ほ とん どの もの が 高山植物 と して ， 本州 中

部以 北 の 高山 か ら亜 高 山帯に 点 々 と 分布 し て お り，氷期

に 適応 した 一
群 の 遺存で あ ろ う と 推定 さ れ る．　 一方 の

Mong 〔｝1ic：lt 亜 節 は ，
モ ウ コ タ ン ポ ポ Zntongolicttm

HAN　 DF ．J，・MZT ．を 基準 と す る 東 亜 特有 の
一．一

群 で ，中 国，

朝鮮 ， 台湾 ， 日本 に 集 中 して い る．口 本 に お い て も， 多

数 の 種が 認 め られ て い る． E］本産 の Mongolica 亜節 の

特色 は， 2 倍体が多 く，しか も 5 倍体ま で の 倍数性 シ リ

ーズ が 存 在 して い る と い う 点 に あ る． 2 倍休 の 大
’
トが 農

耕地周辺 に 生育す る 人里植物 で もあ る こ とか ら，雑草化

の 過 程 の 考察 と共 に ，農耕文 化史的な側面か らの 研究 も

可能 で あ る．そ の 上細胞遺伝学的 に は ，単為生殖性 の 起

原 を解明 す る 上 で の 貴重な
一

群で あ る．

　日 本産 Mongolica 亜 節 タ ン ポ ポ 2 倍体の 分類学的取

扱 い に つ い て は 森 田 （1976）に よ り，鋭意研究中で あ る．

森 出 に よ る と， 2 倍体は 倍数体と は 同所的 に 生育 して い

な い ．更 に ， 2倍休 の 分類 の 再吟味の 必要 が 強調 され ，

従来 の 種 の ラ ン クを変種 ラ ン ク に 下げ る の が 適 当で あろ

う と の 見解も提示 され て い る．

　単為生殖とい うの は，遺伝的 に 同
一

組成 の 個体を 多数

＊
現所属 ： 野菜試験場久留米支場花卉育種研

残 して い くの に 効果的 な繁殖 様式 で あ り，種分化 の 過 程

で 単為生 殖能を獲得す る と ， そ の 時点 で の 形 態的，生 理

的 ， 生態的 な 様 々 な 形質 を 保 俘す る こ と が 期待 され る

（STEBBINS ！970）． タ ン ポ ポ の 倍数体は 遺伝的 に 均質 で

あ る た め ， 特定 の 立地 に 適 応 し て お り，気 候変動 や 人 為

的攪乱 な ど に よ る 環 境条件 の 変 化 に 際 し て は ， 今ま で と

同様 な 環境条件の 地域 へ と移動す る こ とに よ り種 の 維持

が 可能 とな る．

　
一

方， 2 倍体 の タ ン ポ ポ は，自家不 和合性 で 他殖を し

て い る．遺伝 子組合わ せ を 毎代変 え つ つ At 口 に 圭 っ て お

り， 環境条件 の 変化 に 適 応す る こ と が 可能 で あ る．っ ま

り現 在 の 分 布，生育 地 を ， 維持 しな が ら種分化 が 可能 に

な る．タ ン ポ ポ の な か に は新 し い 環境条件に 適 応 して い

くもの と ， 旧 い 環境条件に 適応 し き っ た ままで い る もの

との 2 方向の分化が 進行 して い る もの と思 われ る．

以 上 の よ うな 理 由か ら，タ ン ポ ポ の 倍数 性進化 と，個

体 群 動 態 とを 研 究 して い く こ と は ， 種 分化 の 過程 の 解析 ，

倍数性進化 と単為 生 殖性 の 起原 との 関連性の解析 ， 更 に

は ， 人 里 植物 の 進化 の 研究 に つ い て もよ い 盗料 を 提供 し

て くれ る もの と思 われ る．

　　　　　　2．　 タ ン ポ ポ 属 に つ い て

　RICHARDS
，　A ．∫．（1973）に よ ると， タ ン ポ ポ 属 は 32の

節 に 分 け られ て い る．原 始 的 な タ ン ポ ポ の 特徴 と して ，

ク レ ピ ス に 似 て い る こ と ； 冠 毛 が 汚 白 色 ， 冠毛柄が短

く，総苞外片 が 被針形 で 圧着す る こ と ； 総 苞は rll高が小型

（8mm 以下）； そ う 果は滑面紡錘 形 ； 更 に ，有性生殖を

し，核学的 に は B 染色体を 持 た ず，二 次狭 窄 も認 め られ

ず，中部に狭窄を有 した 染色休 の み か ら構成 さ れ た 核 型

を して い る こ と が 指摘 さ れ て い る．染色体数 に つ い て は，

原始 的 な 節 と さ れ る 6 つ の 節 の すべ て が ， 基本数 8 の 2

倍休 の み よ り構成 さ れ て お り，MOIlgoli 職 節 は 2 倍体 と

4 倍体， Ceratophora 節 は 3 ， 4 ， 5 倍体 よ りな る もの

と さ れ た．そ して 様 々 な 細胞学 的根拠か ら，
MDngQlica

節 は Cerat 〔，ph ・ ra 節 よ り派 生 し た ，比 較的 進 ん だ 節 で

あるとい う見解を提示 した。更 に ， タ ン ポ ポ 属 は後 氷期

に 氷床 の 後退 した あ との open −spacc に 単為 生 殖 に よ っ

て 急速 に colonize した もの で あ ろ う と 推定 して い る．

　 こ の 論議 で は Al 後 Rlc：IIARDs （1973）に 従 い Mongolica ，
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Ceratophora を亜 節 で はな く，節 と して 取扱 っ て 進 め て

い きた い ，

3． 日本産 タ ン ポ ポの 核 型

　 冂本の 各地 で ，一
ヶ所よ り最低 5 株，多い 場合 に 30株

ほ ど 採集 した ．圃場 で 鉢植 えと して お い た もの か ら， 直

根を切 り取 り， 砂 に 根伏 せ して ， 発根 して きた細根を ，

冷水前処理 し て フ ォ イ ル ゲ ン 反 応 で 染色後，押 しつ ぶ し

法 に よ っ て 観察 した．

　 日本産 タ ン ポ ポ 2倍体 の 基本核型 は ， 8本 の 染色体 の

うちの 第 1染色体 と 第 4 染色休 と に 付随休が認 め られ る．

こ の 第 1 染色体と第 4 染色体と の 数に 注 目して ， 倍数性

に 応 じ た数 （例 え ば ， 3倍体 な ら3 木 ＋ 3 本 とな る ） の

付随染色体が 認 め られ る場合を ホ モ な 核型 とし， そ うで

ない 場合を ヘ テ ロ な核型 と した ．今まで の 報告をま と め

表 1 に 示 す ．

　 本表 か ら Ceratophora 節 は ユ ウ パ リタ ン ポ ポ T ．

．ycrParense が 2倍体 で ，他 に 3倍休， 4 倍休， 8 倍体 の

種 が 含 ま れ て い る，Mongnlica 節 の う ち 2 倍体 で ヘ テ ロ

な核型を して い る の は オ キ タ ン ポ ポ T ・marayamanum

で ，そ れ 以 外 は ホ モ で あ る．

　倍数体種は，ヘ テ ロ 核型 の もの は西 日本 の シ ロ バ ナ タ

ン ポ ポ T ．albidum ， 中部以 北の ウ ス ギ タ ン ポ ポ T ・

shinanense ， 更 に 山陰 地 域 に 分 布 の 中 心 を 持 つ ヤ マ ザ ト

タ ン ポ ポ T ・α ア説 鵡 　ケ ン サ キ タ ン ポ ポ T ．ceratalepis ，

ク シ バ タ ン ポ ポ ZPectinatum で あ る．　 ホ モ 核型 の も

の は エ ゾ タ ン ポ ポ T ．hondeense ， ク ザ カ イ タ ン ポ ポ T ．

fiu＃ akaiense
， ツ ク シ タ ン ポ ポ T ・々izashianum で あ っ た・

4， 分 布 に つ い て

　京都大学理学部及 び東京大学理学部所蔵標本 に 基 づ き ，

日本産 タ ン ポ ポ の 分布 を 概観 して み る と（図 1 ），吉良の

温 量 指数 （吉 良 1945 ， 48，49 ， 堀 田 1974よ り引用 ） の 分

布 と 極 め て よ く類似 した パ ターン を示す もの が あ る．例

え ば エ ゾ タ ン ポ ポ T ．hondoense は ， 指数 100度 の 線よ り

以北 に 分布 して お り，分布 の 南端で 2 倍体の bi。type が

出現す る （森田 1976）． こ の 100度 の 線 は 森 田（1976）の 指

摘す る ， 中部地方 で の 海抜高度1000m に 相 当す る もの で

表 1　 日本産 タ ン ポ ポ の 染色体数と核型
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　　　 図 1　 日本産 Mongelica 節 （a ，b）と Ceratophora節 （c）タ ン ポ ポ の 分布図
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一pl− 一一一fiii
一

性が か な り高い ． 倍数体が 環境変動 に 対し て ， 保守的

に 行動す る 可能性が高 い の で ， 同 じ指数 の 地域に は，ほ

ぼ 同 じ系統 の タ ン ポ ポ が 生育 して い ると考 え られ よ う．

こ の ような 観点 か ら山陰地方 の タ ン ポ ポ を考 え る と， 指

数 100度 以 下 の 狭 い 地域 に 分布 して お り，周 囲 は 100か ら

120 度ま で の 2 倍体 の 生活域 で ある・ 後氷期の 気候 の 温

暖化を 考 え る と， こ の 山陰 地 方に見 つ か る 指 数 100 度 の

島状 の 地域 は ， 東 日本 の 指数 100 以下 の 地域 に 生態的 に

連続 して お り ， 徐 々 に 縮少 しつ つ あ る もの と考え られ ，

極め て 環境圧 の 強 い 状態 で あろ う．こ の 地域 に 近接す る

隠岐に 分布 して い る オ キ タ ン ポ ポ T ．　 ntaraya ” tan ” m は

ヘ テ 卩 核 型 の 2 倍体 で あ り，ヘ テ ロ 核 型を した 倍数 休 タ

ン ポ ポ と の 関係に つ い て考察を さ らに加え る必要が あろ

う．

図 2　 温 吊指 数 の 分布 （吉良 1945，　48 ，49）

5． 種子稔性 に つ い て

あ ろ う．反 対 に，シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ T ．a ！bidum は指数

100度 の 線 より以南 に 分布 して い る． 日 本産 2 倍体 タ ン

ポ ポ は ， 倍数体の 分布 と は 排反的に ， 大体指数100 と 120

な い し 140 度 で 囲 ま れ た 帯状 の 地域 に 分布 して い る こ と

と 考 え 合 わ せ る と ， 2倍体 と倍数体 と の 間 に は ， 生育 に

要す る気候条件に か な り根本的 な 差 異が生 じて い る の で

は な い か と 思 われ る．しか も，倍数体 も温 量指数 の 分布

と平行的 な 分布を して お り ，
2 倍体 同様 日本原産 の 可能

　 同
一

圃場 で 栽 培 した 場合 ， 頭花 当 りの 放 任受粉時 の 結

実率は ， 単為生殖をす る倍数体は ほ ぼ 95％以上，他家受

粉を する 2 倍体で は 60％程度で あ る が ，山陰産の ヤ マ ザ

ト タ ン ポ ポ T ．　 arakii と類 似 の 倍数性 の
一

群 の もの の 結

実率 を 調べ る と ， 78％か ら93％まで で ， 他 の 倍数体 よ り

低 い 値を示 して い る （表 2 ）． こ の 原因と して ， こ の ヤ

マ ザ b タ ン ポ ポ と 類 似 の 山陰地方産 の タ ン ポ ポ で は 単為

生殖 が 安定 して い な い 可能性 が 考 え られ る．
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表 2　 放任受 粉時 の 倍数種 タ ン ポポ の 種子稔性 の 差異

　　 SPECIES 　　　 …P （，LYPL （）IDY
　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

T ，hondoense 　　　　　　　　　　3x
7’．オ僻 σ 碗々 砌 se 　　 　　 　 　　 　　 4x

T ．　Pe‘tinatum 　　　　　 　　 4x

7
「
．A’ittsltian・；tt〃 　　 　　 　 　　 　　 4x

7「．araK ’ii

　 MINARI 　 　 　　 　 　　 　 5x
　 MIH （

尸
｝　　　　　　　　　　　　　 5x

　 AI −−1　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 4x

　 DA 【KoNJIMA −1　　　　 4x

T ．ceratple ？is　　　　　　　 4x

SEED 　SET

6．　 ア イ ソ ザ イ ム か らの 解 析

97，497

，696
，390

，6

92．982
．878

．388

．779

．6

　大阪府立 大教養部の 桃谷好英博上の 御協力で ， タ ン ・ド

ポ葉中の パ ー
オ キ シ ダ

ー
ゼ ・ア イ ソ ザ イ ム の バ ン ドパ タ

ーン か ら種 の 同定 が 可 能 で あ る か ど う か を 解 析 した，葉

中 の ア イ ソ ザ イ ム は，凍結遠 心 法 に よ り抽 出 した 細胞液

を ， ア ク リル ア ミ ド電気泳動法 （pH 　3〜10）で 検出 した

〔IwANAGA 　 and 　MoMoTANI 　1976）． 検 出 に 全 面的 に 協力

して い ただ い た 桃谷博士 に 感謝致 します．まず ，
シ ロ バ

ナ タ ン ポ ポ の
一

枚 の 葉 の 各部分 に よ る ア イ ソ ザ イ ム バ ン

ドの 異同を調 べ た．羽状葉の 頭羽片及び 第
一

側羽片，第

二 側羽片 ， 第三 側羽片と，先端部よ り3 枚の 羽 片，さ ら

に 中肋 を 含 む
一
ド部葉身の 5 ケ所か ら，約 1・5cm 平方 の

葉身組織を 切り取 り材料と した．バ ン ドの 位 置 の 差 は 全

くな く， 若干 の 濃度差 が 認 め られ ， 頭羽片 を ア イ ソ ザ イ

ム 検 出 の 対象 と す る こ と に した （図 3）．地 域差 を 見 る た

め に， 対馬，佐世保 ，壱岐，平 尾 台（福 岡県）， 松戸 ，

焼津 ， 道明寺 （大阪） の 7 ケ 所 で 採集 して きた シ 卩 バ ナ

十

　　　　　　 A　 B　 C　 O　 E
図 3　 シ ロ バ ナ タ ン ボ ポ の 葉 の 各部 の パ ーオ キ シ ダ

　　　
ー

ゼ ・ア イ ソ ザ イ ム の 変 異

A ，葉 の 頭羽 片．B ，第 1側 羽 裂 片．　 C ，第 2側 羽 裂 片．
D ，第 3 側 羽 裂 片，E ，中 肋 を 含 む 葉 身 基 部．

十

　　　　A　 B　 C　 D　 E　 F　 G
図 4　 シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ の 各地方集 団 に お け るパ ー

　　 　 オ キ シ ダ
ー

ゼ ・ア イ ソ ザ イ ム の 変異

　　 　A ，対 馬 ．B ，佐 世 保，　 C ，壱 岐．　 D ，平 尾 台．
　　 　E ，松 戸．F，焼 津．　 G ，道 明寺．

版

図 5　 山陰地方に お け る 採集地点 の 分布

タ ン ポ ポの パ ーオ キ シ ダ ーゼ ・ア イ ソ ザ イ ム の ザ イ モ グ

ラ ム を比較 した （図 4 ）．ご く微弱な バ ン ドに お い て ，い

くらか の 差が 認 め られ るが ，中程度以 上 の バ ン ド，特 に

主要な バ ン ドに お い て は全 く差 が 認 め られず ， ほ ぼ 同
一

の 遺伝子 組成 を 持 っ て い る もの と 推 定 で きる．こ れ は，

シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ が 5 倍体 で ob 】igal．e な 単為生殖を し

て い る こ とを裏付 け る もの で あ ろ う．また カ ン サ イ タ ン

ポ ポ の ザ イ モ グ ラ ム と 比較 して ，中性 よ りや や ア ル カ リ

性側 に 濃厚 な バ ン ドが存在 す る の が シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ の

特徴 と 思 わ れ た．

　 セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ に お い て は，単為生殖を す る に も
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十

輯

ARCOEFI 弐 HljKLM 閥 OP
　 図 6 　ヶ ン サ キ タ ン ポ ポ ， ヤ マ ザ トタ ン ポ ポ，ク シ バ タ ン ポ ポ，オ キ タ ン ポ ポ の 各 バ

　　　　 イ オ タ イ プ の 葉中パ ーオ キ シ ダ ーゼ ・
ア イ ソ ザ イ ム の 変異 （1）

A ，B ，　 Idzumominari ．　　（ir
，　
D ，　 Idzumoyokota ｛T ．　pectinatesm）．　　E ，　 Oheyama （2

「t−1）ectinatum ｝．
F ，Mihonoseki ．　G ，　Daikonjima ．・1．1−f，　Daikonjima −2．1，　J，　Nochi−2．　K ，　L ，　 Higashitok 〔moD ｝a ・na

（T ．Pectinaterm）．　 N ，　O ，　P ，　 Nni （T ．　 eeratolepif ）．　 Q，　 Oki　l　7  tnarayamanu7n ｝．

0

十

ABOOEFGHI 亅 KLMNOPOR
　　 図 7　ケ ン サ キ タ ン ポ ポ ， ヤ マ ザ トタ ン ポ ポ，ク シ バ タ ン ポ ポ，オ キ タ ン ポ ポ の各バ

　　　　　 イ オ タ イ プ の 葉 中パ ー
オ キ シ ダーゼ ・

ア イ ソ ザ イ ム の 変異 （2）
　　　　　　　 A

　　 A ，B ，　C ，　D 　p　Onohe （　T．　pectinatum）．　　 E
卩
F ，　G ，　Nochi−1．　　H ．Nonami （7

「．　 eeratolepis ）．
　　 1，J，　Ai −L 　K ，　 Idzumominari ．　 L ，　Daikonjima −1．　 M ，　N ，　 Dn．ikonjima−2，0 ，　 Mihonoseki ．
　 　 P ，N し〕ehi −2．　 Q，　R ，　 Oki ｛T ．　 maru ．γamanunz ）．

かかわ らず ， 生育地 の 差 に 応 じた 生 態 型 の 分化 が 生 じ

て い る こ とが， ア イ ソ ザ イ ム の 方 か ら 証明 さ れ て い る

（SoLBRIG 　1971
，
　SoLBRIG 　and 　 SIMPsoN 　1976）．しか し シ

ロ バ ナ タ ン ポ ポ の パ ーオ キ シ ダ
ー

ゼ ・ア イ ソ ザ イ ム か ら

は，生態的 分化 らし き徴候 は認 め られ ず ，急 速 に 分 布 を

広 げた結果 とも考え られ る．

　 次 に 山陰地方で 採 集 して き た （図 5 ） い くっ か の 個体

に つ い て ，
パ ーオ キ シ ダ ーゼ ・ア イ ソ ザ イ ム を検出 して

比 較 して み た．そ の
一

部 の 泳動像を図 6 と図 7 に示 し て

あ る．泳動条件に よ りザ イ モ グ ラム は変化 し易 く，再現

性 に 富む結果 で は な い が，常に オ キ タ ン ポ ポ ZMaru ・

ノamanum を対照 と して い る の で， あ る 程度 の 考察 が 可

能 で あ っ た．オ キ タ ン ポ ポ は大体 10本の バ ン ドを持 っ て

い る．オ キ タ ン ポ ポ の 10番 囲 の バ ン ドよ り ア ル カ リ側 に

明瞭 な バ ン ドを持 っ て い る もの が 山陰産 の も の に 多 い

（図 6−F，H ，1，∫，K ，M ，N ，0 ，P と 図 7−E ，F ，H ，
K ，M ，

N ，

O ，P）．し か しそ う で な い もの は ク シ バ タ ン ポ ポ T・Pecti−

natum と され る もの が 多く ， ク シ バ タ ン ポ ポ と して は

比 較的 ま と ま っ て い る と思 われ た．野井産 の ケ ン サ キ タ

ン ポ ポ T ．ceratolepis はオ キ タ ン ポ ポ の ア ル カ リ側の 第

9 番 目の バ ン ドを持 ち，他の もの と は 特異 で あ る．他 の

もの は オ キ タ ン ポ ポ に 比 べ て 非常 に バ ン ド数が多 い の が

特徴 で ，10番目の バ ン ド よ りア ル カ リ側 に バ ン ドを持 つ

こ と も比較的共通 して い る，山陰 地方 の 個 体全般に は シ
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表 3　 山陰地方の 数 ケ 所 よ り採集 した ヤ マ ザ トタ ン ポ ポ ， ケ ン サ キ タ ン

　　　ポ ポ ， ク シ バ タ ン ポ ポ の い くつ か の バ ィ オ タ イ プ に おけ る ， 倍 数

　　　性 ， 外部形態 ， お よ び パ ーオキ シ ダーゼ ・ア イ ソ ザ イ ム の パ タ ー

　　　 ン の 比較

Criteria＊

Blotypes
1　 2　 3　 4　 　5　 　6

MIHOIDZUMOMINARI

N （
．
）CHI −1

NOCHI −2

DAIKONJIMA −1

NONAMI
NOIAI

−1AI
−2111GASHITOKONOOYAMA

ONOBE

OHEYAMA

IDZUMOYOKOTA

HIGASHITOKONOOYAMA

CYCCWYYYYCYYYY55444444544444±

十｝
十一
⊥
⊥

什

口
廿

十［
十一
十「

7SSSSSSSSSSRRRR

十

十

十

十

十

【

一

一

一

「

［

一

一

一

PCPPPPPCCCCCCC ＊

＊

＊

＊

　

＊

＊

＊

＊＊＊

＊

p
＊

＊

　

＊

＊＊＊＊＊

＊＊＊＊

＊＊＊＊

＊＊＊＊

＊ 1，倍数 性． 2，花 色．Y ＝濃黄〜黄．　 C ≡黄〜淡 黄．　 W ≡淡黄〜白．3， 小角

　突 起 の 目 立つ 稈 度． 4，葉 色 ．P ，淡 緑 ．　 c ，緑 （冬 期 に 着 色 す る）．5，葉 質。

　 ＋ ＝肉厚 ；
一＝薄．6，頭 花 の 形．S ＝細 ； R ＝基 部 ふ くらむ．7， ア イ ソ ザ イ

　 ム の 似 通 り．

ロ バ ナ タ ン ポ ポ の 場合に 示 され た均
一

性は認 め られず ，

ア イ ソ ザ イ ム の 面か らは極 め て 複雑多 型 な複合体 の 存在

が 示唆 され る．

　染 色 体数 の 他 に い くつ か の 外部形 態 を比較 して み る と

表 3 に 示すよ うに な る． 4倍体 と 5倍 体が 混在す る うえ ，

花色 も黄色 ， 淡黄色，白色 とあり ， 小 角突起 も出現 程 度

が様 々 で あ る．ヤ マ ザ トタ ン ポ ポ と さ れて い る一
群 の な

か に も， 葉質 が 肉厚 で 淡緑 色を 呈 し，冬期 に もあま り着

色 せ ず，花色 も淡 い 黄色 を 示 す こ と が多い な ど の 点 で 区

別 出来る もの が あり 2 型 に 大別 で き る．しか しヶ ン サ キ

タ ン ポ ポ を含め て ， ヤ マ ザ トタ ン ポ ポ 群 は そ う果 が 黒褐

色 で 大型 で あ る こ と か ら，他 の 日 本産 タ ン ’±：　’tミと や や 異

質 で あ る．い くつ か の 外部形質及び ア イ ソ ザ イ ム の ザ イ

モ グ ラ ム が ，各産地 に よ り異な り， 各形質間 に 相関が な

い こ と よ り ， 単為 生 殖 の 能率が劣 っ て お り，多少 の 有性

生殖を行 っ て い る もの と い う推定 もで き るで あ ろう．

7． 花粉四 分子期の 観察

　タ ン ポ ポ の 単為生 殖 は，減数分裂後 に 複 旧 核 と な っ

た 雌性配偶体が 種子と い う形 態 を と っ て 行 な わ れ る

（OsAwA 　1913，　FAGERLING 　1947 ，　BATTAGLIA 　1963）．　こ

の 減数分裂時の 異常現象 は雌性配偶体側 に の み 認 め ら

れ る の で は な く， 雄性側 に も認 め られ る こ とが 予想 され

る．ま た複旧核 も形成時 の 条件に よ っ て は，稔性を 持 つ

場合 が あ る．

　ヤ マ ザ ト タ ン ポ ポ 及 び 他 の い くつ か の タ ン ポ ポ の

PMC を観察 して ， 四 分子期 の 各 分子 の 頻度 を 調 査 した・

観察 した細胞数は ほ ぽ 100か ら200 個で あ る （表 4 ）．そ の

結果
一

分 子 か ら六 分 子 ま で 出 現 し て い る こ と が 判 っ た．

一
分子は複 旧 核 の 形成 が 減数第 1 分裂時 に 起 き た もの で

あ り，二 分子，三 分子 は第 2 分裂時 に 娘細胞 の 両者 か 一
方

か に 起 きた もの で あ る ．五 分子以 上 の 場合は，多核分裂 が

起 きたか ， 1 回余計 に 分裂を行な っ た結果 と推定 され る．

表 4 に 示す 四 分子期 の 各分子 の 頻度分布 の うち， 1 番目

と 2番 目と に 多 い 分子数 と倍数 性 レ ベ ル との 相 関を表 に

す る と（表 5 ）， 4 倍休が二 分子を形成す る頻度 が 高 い ．

3 倍体 ，
5 倍体 で は，奇数倍数性で あ る こ と か ら，各 々 の

分子 が 花粉 に まで 分化 して も ， 染 色体数の 異常な もの が

多 く不稔 と思われ る．山陰地方 の ヤ マ ザ b タ ン ポ ポ の 場

合 に は ， 外部形質 が 均
一

で な く， ア イ ソ ザ イ ム が 多型 で

あ る こ とか らも，か な り稔性あ る倍数性花粉を 生 じて い

る こ と が推定 さ れ る． こ の こ とか ら 4 倍体は更 に 倍数性

を 5 倍体以 ヒに 進め る倍数性進化 に 関与 し得 るが ，
5 倍

体自体は 倍数性を維持 す る傾向 に ある もの と判 断され る．

8． 各 倍数性 と核 型 との 機 械論的考 察

　核型 分析の うえ で核型 を機械論 的 に 取扱 う こ とは 極 め

て危険な こ と で あ るが ，先に，偶数倍数体か らの 複旧 核
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表 4　 El本 産倍数種 タ ン ポ ポ の 四分子期 に 形成 さ れ た 異常分子 の 頻度

1−ad 　 2−ad 　 3−ad 　 4−ad 　 5−ad 　 6・ad

Sect．　Cera亡ophora

　 T．Platypecidum
Sect．　Mongolica

　T ．hondoense（Hama ）＊

　 T ．hondoense （Hana ）
＊

　 T ．煮usakaiense

　 T ．虍iushian μ m

　 T ．arakii

　 　 IDZUMO −MINARI

　 　 IDZUMO −MINARI

　 　 MIHONOSEKI

　 　 NOCHI ・2

　 　 AI−2

　 7「．shinanense

　 7：albidum

　 T ．ノbrmosanum （KU ）
＊

　 T ．ノbrmosan ” m （TSU ）
＊

3x

XXXX
」
44

亠

44

XXXXXXXXX455455534

0．0　　0．0　　3．7　 47．5　 29。0　 19．8

0．61

．03

．44

．4

10．06

．70

．Oe

．SO
．00
．00
．03

，61

．1

29，450

，044

，113

．7

45．330

．50

．01

．632

．26
．357

。628

．661

．3

2399 　42．8 　 1．1 　 1．7

13．6 　35．4 　 0．5 　 0．5

15．3　 35．1　　 2．3　　 0．0

1L9 　35．0　17．3 　15．9

17．4　　24，2　　 1．6　　 1．6

13．0　　28．8　　 5．3　　12．6

4．1　 36．7　　34．2　 22．4
3．1　 20．3　　21 ．9　 31．3

11．5　 33．7　　10．6　　11．1

10．4　　37．5　　29．2　　12．5

7．9 　29．9 　 3．2 　 1．4

26．8　　32．1　　　7．1　　　1．8
13．8　　23．2　　Q．6　　0．0

＊ 産 地 ： Hama ，Hamakoshimizu ： Hana ，　Hananom 乱 ki；KU ，　Kuchinotsu ；TSU ，　Tsushima ．

表 5　 山陰地方産倍数種 タ ン ポ ポ の 減数分裂時に 出現

　　　す る異常分子数 と倍数性 レ ベ ル と の 相互関係

Ploidy
　No ．　of 　cells 　at 　quartet　stage

2・ad 　　　3・ad 　　　4・ad 　　　5・ad

3x4x5x 153 110

図 8

Proto 七ype

　　　　　　　　　　 由来 の 花粉が 有性生殖 に 関与す る　（facultative　 agarn ・
・

　　　　　　　　　　 spermy ） こ とで 倍数性進 化 が 進む と推定 され る の で ， 口

　　　　　　　　　　本産の タ ン ポ ポ に お け る倍数性進化を機械論的に 解釈 し

　　　　　　　　　　て 見た （図 8 ）．

　　　　　　　　　　　付 随体染色体 の うち大 型 の 第 1染色体 を 大文字 の ST
，

2　　 1　 　　　 中型 の 第 4 染色体を小文字 の st で 示 して あ る．実線 は 核

7　　 2　　　　 型 変化を伴なわずに 進行す る場合，破線は核型 変化を伴

　　　　　　　　　　な う場合を考慮 し て あ る．Ceratophora節で は，2x，3x，
5　　　　 2
　　　　　　　　　　4x と ホ モ で あ る． こ れ らが 生育環境 として は 単純な高

　　　　　　　　　　 山帯 に 生 育す る こ とか ら， 立地 に 対す る 適応性 は 変 化 し

　　　　　　　　　　　　　　　　て い ない の で あ ろ う． シ コ タ ン タ ン ポポ

　　　　　　 T ．　shileotanense は 8倍体 で 核型 は ヘ テ ロ で

　　　　　　あ り，生育環境も冷涼な北方亜 寒帯の 平 地

　　を主 と して い る． 前述 の 2x，3x， 4x よ り

日 本産 タ ン ポ ポ の M ・ ng ・ 1ica節 と Cerat ・ ph ・ ra

節に お け る倍数性進化の模式図
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は 雑草 的 な 生 育環境 へ 適 応 した の で あ ろ う．

Mongollca 節 で も同様 に ホ モ 核型 の 2x，3x，

4x の 倍数化 が 進行 した で あろう．4x が 山

地 に 遺存 す る 場合 が 多 く， や は り CeTato・

phora 節同様 に 環 境適応性 は 変 化 して い な

い もの と思われ る． ヘ テ ロ 核型 の 4x
， 5x

の存在 は，前記 の 倍数化の 系列 と違い ，外

部 形 態 ，ア イ ソ ザ イ ム が 多型 で あ る こ と ，

環境適応性 も変化 して ，や や 雑草的 で 平地

に 多 く生 育 して い る こ とな どか ら， 他の種

と の 交雑 ，倍加 に よ っ て 成 立 し た もの と 考

え られ る．こ こ で 重要な こ と は ， オ キ タ ン

ポ ポ T ，7narayamanum が ヘ テ ロ 核型 の 2
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倍体 とい う こ とで あ る． こ の 節 の ヘ テ ロ 核型を有す る倍

数体 の 成立 に オ キ タ ン ポ ポ が 直接関 与 し た 証 明 は 現 時点

で は な され て い ない ．し か し オ キ タ ン ポ ポ は分布地が近

接 して い る こ と ， そ う果 が 大形 で あ る こ と， 総苞 外片 が

開花後早期 に 離生，反転す る 傾 向が 強 い こ とな ど の 形質

で，山陰地 方の 倍数体タ ン ポ ポ群 と共通 して い る．ま た

ヤ マ ザ トタ ン ポ ポ に は 花色が淡黄 色 や 白色 の 変異があ り，

ヘ テ ロ 核型 の 5 倍休 で 雑草性 の 強 い シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ

T ．　 albidum へ と変異 が 連続 す る 傾向 が あ る．今 は シ ロ バ

ナ タ ン ボ ポ の 異 名 同 種 とさ れ る T ．儡 如 ゴ は 中 国 lh地 に

分布し て い た．竹本 （1961）が と り扱 っ た ウ ス ギ タ ン ポ

ポ T ．shinanense （2n − 32）も巾国地方 の 産で あり ，
　 T ・

ltidepi 型 の もの と推定 さ れ る．　 こ れ は ヤ マ ザ ト タ ン ポ

ポ 公 a
・
raZ

’iv／の 白花 品 で あ る 可 能性が高 い ． そ の 根 拠 は ，

竹 本が ウ ス ギ タ ン ポ ポ と し た 理 由 と して 掲 げ た ，小 形 の

小角突起 で あ る．シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ の 小角突起 は大型 で

あり ， 花色以外の点で は ， 産地 の こ と も考慮 した場合 ，

ヤ マ ザ トタ ン ポ ポ に 最 も一
致 す る もの で あ る．ヤ マ ザ ト

タ ン ポ ポ型 の 白花 は ， 意外 に 分布 が 広 い よ うで ， 山陰か

ら九州 ， そ し て 対岸 の 韓国 に も見 つ か る．幃 国 の もの は，

ケ イ リン シ ロ タ ン ポ ポ T ．coreanzam （2n ＝＝32） と され て

い る． こ れ らを 考え合わ せ る と，オ キ タ ン ポ ポ と祖先 を

共通 に す る ヘ テ ロ 核型 の 倍 数 性複合体 の タ ン ポ ポ が 朝鮮

半島か ら口 本 ， 特 に 山陰か ら九州 に かけて の 地方 に侵入

し，IL1陰 地 方 で 大規模 な 交雑が生 じて い た 可 能性が 考 え

られ る．雑種化 に よ っ て ， 分布 が 広 く雑草的 に生育 し，

そ う果 が 大型 で あ る ，
ヘ テ ロ 核型 で 5倍体 の シ ロ バ ナ タ

ン ポ ポ が 成 立 して 来 た と考 え られ る．そ の 場合 ，
facu］−

t．ative な 単為生殖をす る倍数体 が 主要 な 役割を果 た し た

図 9　 供試 した 倍数性 タ ン ポ ポ の 産地

tl ，］L
・T“ ngolica 節．　 b，　 Ceratophora 節

● 2x，▲ 3x，國 4x ，★ 5x，◎ 8x．

こ と が 推 定 され る （VALENTINE 　and 　Rlc 正rARDs 　1967）．

9． 倍 数 体 の 分 布

　今回調 査 した 倍数体 の 分布 図 を 示す （図 9）、 Mongo ・

liea節 の 分布 図で 中部 地方 に あ る 2 倍体 の しる し は ，
エ

ゾ タ ン ポ ポ T．ltondoense とされて い る もの で ある． 山

陰地方に 5 倍体 の ヤ マ ザ トタ ン ポ ポ T ．arakii （広義）が

認 め られ た．ま た ， 森 田 （1976 ）の 指摘し た 通 り ， 伊 那 産

の エ ゾ タ ン ポ ポ T．　hondoense は 2 倍体で あ っ た． ま た ，

東北 か ら北海 道 に か け て 4 倍休 の エ ゾ タ ン ポ ポ が 確 認 さ

れ た．南か ら北 へ の 地理的倍数性が成立 しつ つ あ る の か，

実際 に は 各地 で 倍数体の 複合体を形 成 して い る の か ， 材

料 の サ ン プ リ ン グ 地 点 が 少 な い た め に そ の よ うな 傾 向 に

見え る の か ， 詳 しい 調査が必要 で あ る．

Coryphophlloロ5

OrophSlous

PegophSlous

lPr■ophtlous

A1●tophtlous

鰤 噛 Klvsh馳 黜 臨 聖雪言
’1

鴇諧   τ醜 馳 愉

　　図 10　日木産 タ ン ポ ポ の水平分布と生 活領域 との 相 互関係図
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10． 生 育環 境 と分 布と の 相関

　タ ン ポ ポ の 生 育 地 を， Coryphophilous （高 1⊥1性），

Orophilvus （山地性），　 Pag ・ phil。 us （平地性），　 Agr ・phi−

lQus （耕地性），　Alctophilous （路傍陸） とに 5 大 別 した ・

後 2 者 は 入為的攪乱 の 加わ り易 い 生育地 で あ る （図 10）．

Ceratophera 節 の 大半 が 高山性 で あ り， 孤 立 して い る ・

そ の 中で シ コ タ ン タ ン ポ ポ 7： shikotanense の み ，平地

性で あ る．Mongolica 節で は ， 山地性 ， 平地性の ツ ク シ

タ ン ポ ポ T ．kiushianum
， オ キ タ ン ポ ポ Z 解 α堰 y σ 〃 Zα

’

num
！ キ ッ ネ タ ン ポ ポ 71　variabile

， クザ カ イ タ ン ポ ポ

T ．kuzakaienset セ ン ダ イ タ ン ポ ポ Zsen ．daiatm は孤

立 して い る． Ceratophera節 の 高山
・
陛の もの が 氷期 の 遺

存 だ と 考 え た 場合，Mong   lica節 の こ れ らも， 後氷期 の

温暖化 の 影響 で ， 冷涼な山地，又 は北方へ 移動 す る過 程

で 遺存的 に 分布す る よ うに な っ た と 考 え られ る．北 の 方

へ 移動 した ？　 或 い は 」ヒの 方 に 分布 し て い た エ ゾ タ ン ポ

ポ T ・hendoense は現 在で も山地か ら路傍ま で 広 い 生活

域を保有 して い る．し か し 山地 に は，葉身 の 中肋部 が 紅

紫色を帯 び，そ う果 も比較的 小形 で エ ゾ タ ン ポ ポ の 系統

と さ れ る クザ カ イ タ ン ポ ポ と か ， 2 倍体の セ ン ダ イ タ ン

ポ ポ が エ ゾ タ ン ポ ポ 分布域 内の 山地 ， 平地 に 孤 立 して い

る．

　 気候 の 温 暖 化 に よ っ て ，そ れ ま で 面的 に 広 く分布 して

い た タ ン ポ ポ が 北 へ 移動 し，そ う で な い もの は 高山へ と

上昇 して 行 き，南 の 方 か ら遺存的分布 を す る もの が出現

した と の 筋道 が 考 え られ よ う．

　 そ の 後 の 気候 の 温暖化 と共 に ， U 本 は 農耕文化 が 広 が

り，耕作地が増加 して 来た．山地 の タ ン ポポ群 落に も人

為的攪乱 が 加 わ り始 め，人 里 植物 へ と変化 した もの が 残

り， 他 は 絶滅 して 行 っ た の で は な い か． 2 倍体の タ ン ポ

ポ は地 方性が は っ きり して お り，狭 い 地域 で 山地 平 地

か ら路傍 に ま で 幅広 く生 育 して い る．他殖性 で 遺伝子交

換す る と い う特性が 2 倍体に 有利 に作用 したた め と思わ

れ る，人 里 植物化 の 最 も進 ん だ の が，九 州 か ら関東 ま で

広 く耕地か ら路傍 まで 雑草的 に 生育 して い る シ ロ バ ナ タ

ン ポ ポ で あ る．

　 更 に 温暖化が 進 め ば ， 高山性 ， 山地性 の 遺存種 は 絶 滅

す る し， 山地 か ら平地 性の もの が，北へ 移動 しっ つ 各地

で 遺存種 と な っ て 行 くで あ ろ う．ま た 人 里 化 の 進 ん だ 2

倍体 種と の 交雑 が 生ずれ ば ， 新 た な 雑草性 タ ン ポ ポ が 分

化 して 来 る で あろ う．更 に 入里空間か ら都 市空間が 増加

して 行 くと ， 在来タ ン ポ ポ の 生育 で き な い 地域が増加 し，

広 く分布す る シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ ，
エ ゾ タ ン ポ ポ 内 に も地

方種 の 分化が 引 き起 こ され る 可能性 が あ る．小 川（1977）

の 報告 に あ る ， カ ン トウ タ ン ポ ポ の 個体 に よ る種 チ休眠

の 浅 深 の 差 の 存在 は，雑草性 タ ン ポ ポ へ の 分化 の 可 能性

があ る こ と を示唆 して い る．

引　用　文 　献

BATTAGLlA ，　 E ．1963．　Apomixis ，　in　 P．　 MAIIESilwARI

　　（cd ．）； Rcccnt 　advanccs 　in　the 　embryology 　of 　Angio −

　　sperms ，　Intern，　SQc．　Pl．　 MorphoL ，　Univ ．　 Delhi ．

FAGERLING ，　F．1947．　 Macrosporogenese　und 　Embrye ・

　　sackbildung 　bei　 Agamospcrmischen 　77araxacscm−

　　biotypcn．　 Svcnsk 　Bot．　Tidsk ．41 ： 365−390 ．

堀 田　満　1974．植物 の 分布と分化．三 省堂，東京．

IwANAGA ，
　 M ．　 and 　 Y ，　 MoM （，TANL 　 1976．　Intcr− and

　　intrapopulational　variati 〔ms 　in　　the　　peroxidase

　　i呂ozymes 　of ．Asarum 　m ψPonicum　F．　Maekuwa ．　Bot ．

　　Mag ．　Tokyo 　89 ： 93・．98．
KITAMURA ，S．1957．　Compositac 　Japonicac，　Pa 「s　sexta ・

　　Mem ．　CQII．　Sci．　Univ ．　Kyoto 　ser ．　B ，
24 ，　Ne，1 （Bio−

　　 Iogy）： 1−42．

宮地数 f木　1932．た ん ぽ ぽ属 ノ 染色体数 二 就 イ テ・植

　　物’t
”
：雑謎言　69 ：　586−

−591．

森 出 竜義　ユ976． 口 本産 タ ン ポ ポ 属 の 2 倍体 と倍数体 の

　　分布．Bul1，　Nat ．　Sci．　 Mus ．　Tokyo 　ser ．　B （Botany ）

　　 2　（1）：　23−38．

岡部作
一　1951 ．タ ン ポ ポ 類 の 染色体 数 に つ い て ．遺 伝

　　の 総合研究 　2 ： 3−6．

OsAwA ，　J．1913．　Studies　on 　the 　cytelugy 　of 　some 　speeles

　　 of 　Taraxaczam ．　Ark ．　Zellforsch．　le ；450−469 ．

RlcllARDS ，　 A ．∫．1973．　The 　 erigin 　 of 　 Taraxacum

　　 agamospecies ．　Bet．　J．1．inn．　SQc ．66 ；189−211 ．

S　oLBRIG
，　〔）．　T ．　1971 ，　The 　populati  n 　biology　of

　　 dandelions．　Aincr ．　Sci．59 ： 686−694 ．

SOLBRIG ，
0 ．　T ．＆ B ．　B ．　SIMpSON ．1974．　Cemponents

　　of 　regulation 　of 　population　of 　dandelions　in

　　Michigan ．Jour．　EcoL　62 ；473−486．

STEBBINs ，　 G ，　L ．1970．　 Adaptive 　 radiation 　 of 　repro ・

　　ductivc　characteristlcs 　in　Angiospcrms 　I．　Pollination

　　 mcchanisms ，　Ann ，　Rev ．　EcoL 　Systcm．1 ： 307−326．

竹本貞
一

郎　1954．タ ン ポ ポ 属 の 細胞学的研究 ∬．遺伝

　　学雑誌 29 （4）； 177・
− 　1956， Taraxacecni 属柚：物 の 細胞学的研究 N ・同

　　 一L　31　（10，五1）；　312−313．
TAKEMoTO ．　T ．1961．　Cytological　studies 　Qrl　Taraxacwm

　　 and 　f，veris 　I．　S  me 　Japancse　species 　of 　TaraxaCUtn ・

　　 Bull．　Educ ．　Okayama 　Univ ，11 ： 77−94．

竹本貞
…

郎　1970．タ ン ポ ポ 属 4倍体 3 種 の 核型 ．染色

　　 体　　79
−80 ：　2539

−2547．
vALENTINE ，　D ．　Ii．＆ A ．　J．　RI（：HARDS ，1967．　 Sexuality

　　 and 　 apomixis 　in　TaraXtvevm ．　 N 　ature 　214 ： 114

山 口 　聰 　1974．冂本産 タ ン ポ ポ 属 の 核型分析 1 ・オ キ

　　 タ ン ポ ポ ， カ ン サ イ タ ン ポ ポ ，カ ン ト ウ タ ン ポ ポ ．

　　 日本植物分類学会会報 3（3）： 15−17，
YAMAGucHI ，　S ．　1976．　Chromosome 　numbers 　 of

　　 Japanese　Taraxacum 　 spccies ・Jour・Jap・Bot ・51 ：

　 　 52−58．

一 43 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for the Study of Species Biology

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　the 　Study 　of 　Speoies 　Biology

匸討 論 コ

司 会 i 山 口 裕 文 （大阪府大農学部）

山口 （裕）： 細胞 遺 伝的 な 立 場 か ら，倍 数 性 と 分布，す み

わ け，生化学的 な 形質と の 関 係 ，等幅広 い 発表 が あ っ た

わけ で すけれ ど も，自由に 討論 して ドさ い ．

渡邊 ： タ ン ポ ポ の 倍 数 性 と分布 に 関 して ，染色体数 を調

べ られ た タ ン ポ ポ の 個体数 は
一

ケ 所 で およ そ どの 位で す

か．

山 口 （聰）： 一ヶ 所 で 標準的な もの 10株 以 上 は 採集 して い

ます・多い 時 に は 20か ら30個体で ず そ の 後で ，な に か

おか し い もの を見 つ け た時に は ま た 補充 す る よ うに して

い ます．

渡 邊 ： た い て い
一

ヶ 所 で み つ け た の は ， 皆同 じプ ロ イ デ

ィ だ っ た わけ で す か．

山 ロ（聰）： そ うで は な か っ た わ けで す．た と え ば 花巻 で

す か ， こ こ で は，ほ ぼ 同 じ集団 と考え て い い わけで すけ

れ ど も， こ こ で 3倍体と 4倍体 が まざ っ て い た わけ で ず

現地 で み て ，形 態 的 に ち ょ っ と変わ っ て い る な，と思 っ

て 持 っ て 帰 っ た の が 4 倍体だ っ た わ けで す

渡邊 ： 今，私 は ヒ ヨ ド リバ ナ の 仲間に 関 して 倍数性 と分

布を調べ て い る ん で す け ど，今ま で 他 の 著者 に よ っ て 報

告され て い る もの で は，調査個体 数が 非常 に 少な い ．そ

の た め に た とえば ヒ ヨ ド リバ ナ で は ， 3 倍体が北海道 や

東北 な ど 北 の方に多 くある の で はな い か と思 われ て い て

六甲山で は，ほ と ん ど 4 倍体 だ と思 わ れ て い た の で す・

ま た ， 2 倍休も見 つ か っ て い ませ ん で した．私 は そ れ で ，

六甲 山 系 （縦 10km
， 横 30　km ） で ， 300 個 体 く ら い

核型を調 べ て み た ら， 2倍体か ら 5 倍体 ま で 全 部 で て

きま した． また ， 谷ごとに ， そ の 集団構成 も変化 して

い る・しか も核型 は同じ倍数体 で も一
様 で は な くて ，も

の す ご く変 異 があ り ま す 花粉稔性を調 べ て み ますと ，

3 倍休 と 5 倍体は お そ らくア ポ ミ ク シ ス を して い る らし

く， 花粉 の 稔 性が か な り落ちて い る・ 2 倍休 は非常 に 高

くて 90％以 上 の 稔性が あ る ん で す け ど ， 4倍体 で は ， 高

い もの か ら低 い もの まで 個体に よ っ て ， ま た 集団 に よ っ

て，パ タ
ー

ン が 全然違 う．タ ン ポ ポ の 場合とま っ た く同

じよ うな パ ターン が 出て い る と思 うの で す．お そ ら くタ

ン ポ ポ の 場 合 で も一
つ の 地域 に 限 っ て 多数 の 個体に つ い

て観察 して み る と， 2倍体か ら 6 倍休ま で 全部で て くる

可能性 もあ る の で は な い か，ま た サ ン プ リ ン グ の 方法 に

関 して うま い や り方 が 見 つ かる の で は な い か と思 うん で

すが．地理 的 な 分布を大きくみた場合，調査 した個体数

が 少 な い と，い か に もな に か 傾 向が で て き て い る よ うに

見 え る ん で ずけど も， こ の よ う に 繁殖様式 や 個体群 の 内

部構造 が複雑 で あ ると予想され る 植物群 で は ，

一
つ の 集

団を多数の 個体 に つ い て 詳 しく調 べ て み て か ら全体を見

て い っ た ら良 い の で は な い か と 思 うの で すが．

野 口 ： 表 工 で は，サ テ ラ イ トを持 っ た染色体 の 数 に よ っ

て 倍数性 と核 型 の 相 互 関係 が示 され て い ます けれ ども，

サ テ ラ イ トの 数と か 有無 と か ヘ テ ロ ・ホ モ の 現 わ れ方な

どは，一・
つ の ポ ピ ュ レ

ー
シ ョ ン の 中で 同 じだ っ た の か そ

れ とも変異があ っ た の で し ょ うか．

山 ロ （聴）： 調査 した集団 とい う の は非常 に 狭 い 範囲 で す

か ら， だ い た い
一

致して い ま した．サ テ ラ イ トも減数分

裂 で み て い ます けれ ど も， ほ とん ど仁 に つ い て い ます．

野 口 ： そ うで す か．し か し， サ テ ラ イ トの場合に は ， 大

きさだ とか数 だ とか は変異が大きい こ とが他の 多 くの 植

物 で 調 べ られ て い る の で ，非常 に 注 意 しな くて は い け な

い場合が多い と 思 い ますが．

山 ロ （聴）： そ の 点 は同意見 で すけどね ．僕の 場合 も た

しか に サ テ ラ イ トは 出た り出なか っ た りす る んだけれ ど ，

そ の 場合は 細胞 を た く さ ん 見 ま し て ，一番頻度 が 多 く出

た数を 基準 に して い る わけ で す．

野 口 ； た くさん の 細胞を 調 査 すれば ，

一
つ の 株 に 関 して

だ っ た ら決 め られ る と 思 うの で す が ， しか し，そ れ を 一

つ の 集団 レ ベ ル とかあるい は種 の レ ベ ル に まで 広げ る こ

と に つ い て どうお 考 え で す か．

山口 （聴）： で すけどね ．北村先生が種 と認 めた もの の 中

に 出現 し た サ テ ラ イ トの 最高数 は ， だ い た い 一致 して い

る わ け で す ．

小 山 ： 先程 の 森 田 君 の 話 で す と ， 倍数体 と 2 倍体を非常

に は っ き り した 形 で 区別 して ， 種群とい うもの を考え た

い とい う こ とだ っ た と思 い ます．とこ ろが今の 山 口 君 の

方は視 点が か な りちが い ま す か ら，当然 そ うい うこ とに

な る ん で し ょ うが ，
2 倍体か ら8 倍体まで連続す る の で

は な か ろ うか と い うこ とで すが ， そ の あた りの 解釈 の 根

拠は何 に よ っ て い る わけで す か ．

山 口 （聴）： 例 え ば エ ゾ タ ン ポ ポ で すけ ど ， こ れ は 2 倍体

と 3 倍体 とが 同所的 に 生 え て い る場所 が だ い ぶ あ ります．

ま た ， 外部形態 で は 区別が つ きま せ ん ．そ こ で ， も し エ

ゾ タ ン ポ ポ と い う もの を 認 め る の な らば，必然的 に こ の

両者 が 含まれ る こ と に な りま す．ま た北海道産 の もの も

エ ゾ タ ン ポ ポ と 形態的に は区別が不可 能で すが，こ れ は

4 倍体 と い う こ と が わ か っ て い ま す． 6 倍体 と 8 倍体 は，

Ceratophora 節 の 特徴で あ ります．総苞 の 色 が た しか淡

緑色だ っ た と思 い ますけど，こ れ の 形質を持 っ て い ます．

で す か らそ うい う点 で は違 うん で すけれ ど も， 生 育環境

が高 山あ る い は ， 山地 とはち ょ っ と離れ て い る ， とい う

こ とで ， は た して 同 じ グ ル ープ に 入れて 良 い もの か，ち

ょ っ と疑問な点が あ っ たわけ で す L また核型 の 面か らも
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ち ょ っ と 違 う，と い う こ とが あ ります．ま あ，そ の 点 オ

キ タ ン ポ ポ を核型 が 違 っ て も同 じグル ープ に い れ る ， と

い うこ と と は矛盾 し ま す け れ ど も．シ コ タ ン タ ン ポ ポ の

そ う果 の 色 とい い ま す か ，形 と い う の か ，こ れ は ど う も，

Ccrat。phora 節 の 小形 で 滑 らか な そ う果 の 形状 とは達 う

み た い な の で す．高山性 の も の は 割合 ス ム ース で ，こ ん

な ふ うに な っ て い て ， 割合小 さい そ う果を つ け色 は黄色

が 普通 で す．

森 田 ： 僕が 2倍体 と倍数体を と りあえ ず区別 し て考え る

の は ， それ ぞ れが は っ きりと集団を異に して い るか らで

す・分布域 も立休的 に 見 れ ば は っ き り違 い ，分布 の 重 な

る 地域 で も 2 倍体 と倍数体が 混 在する 集団 と い うの は き

わめて ま れ で ，
2 倍体 は 2 倍体 の み ， 倍数体 は 倍数体 の

み の 集 団を つ く る の で す．同
一一
地点 に 接近 し て 2 倍体と

倍数体 が出現す る場所は，僕 の 知 っ て い る 例 は 2 ， 3 ケ

所 しか あ りま せ ん ．そ の
一

つ は大江 山 （亰都府 ）で す け

ど ， こ こ は 2倍体の カ ン サ イ タ ン ポ ポ と ク シ バ タ ン ポ ポ

とい う 4倍体が一緒に で て くる所で す．よ く見ます と ，

田ん ぼ の 縁 だ とか 道端 とい っ た 所 に は カ ン サ イ タ ン ポ ポ

があ ります．そ れ に対して ，ク シ バ タ ン ポ ポ は 主 と して ，

林縁 ま た は 林縁 か らす こ し中 に 入 っ た くらい の 所 に あ り

ます．そ して 道端な どに は ほ ん の 少 し出 て くる だけ で す、

また ， 象潟 （秋 田） に もう
一

ヶ 所あ ります．こ ちらの 方

は 2 倍体 と倍数体が 同 一種 （エ ゾ タ ン ポ ポ ） に さ れ て い

る もの で ，外形 的 に は まず区別 で きな い の で す けれ ど ，

市街地 の 非常 に 攪乱 を 受 けた 場所 と ， 象潟 は もと海だ っ

た わ けで す が ， そ の よ うな もと海の 底 だ っ た 所 に 生え て

い た の は，倍数体 で した．そ れ に 対 して ， もとの 海 の岸

に 相 当 す る所 に 生 え て い た の は 2 倍体 で す．しか も，集

団 の 様子 が 全 く違 うわけで す・ 2 倍体 は ， 個体密度 の 高

い 大 集団 を 形成 して い ます．そ の 中に は 2 倍体 しか あり

ま せ ん ．そ れ に 対 して 倍数体 の 集 団 は非常に 個体数が少

く密度が低 い の で す．集団 の 様子 は 全 く違 うわ けで す．

だ か ら僕 は 同
一集団だ と は思 わな い の で す．

山 口 （聴）： しか し ， 逆 に先程 の 例 で は ， 反応性が 同 じだ

か らとい う こ と で ， 同
一種に ま とめ て 行 くとい うこ とも

あ っ た の で し ょ う・

森 田 ： い や 反応性の 議論と は こ の場合直接関係は ありま

せ ん．そ れ と は 別 の 点 で ，別 種 に し よ うと 思 っ て い る わ

け で す．総苞 はま っ た く似 て い る けれ ど．

山 口 （聰）： そ れ は 2倍体 で は ， とい う こ とで し ょ う．

森 田 ： い や ， 象潟 の 場合 は 2 倍体 と 3 倍体 は 分け る とい

う こ と で す．なぜ な らば ， 集団 の 在 り方 の ちが い だ け で

な く，先 程 言 い ま せ ん で し た が そ う果 で 区別 で き る か ら．

2倍体ど う し は 区別 で きな い け ど．

山 口 （聰）： 私 は 3 倍体 か ら も 2 倍体 が で て く る 可能性 が

あ る の で は な い か と考え て い る の だ が ，も しそ の よ う な

場合 が あ っ た らど の よ う に考え ます か ．

森 田 ： も しそ の よ うな 事 が み つ か れ ば 話 は 別 だ ・

山 ロ（聴）：実 は で すね ，セ ン ダ イ タ ン ポ ポ の 場合 ，
こ れ

は 2 倍体で すが ， 私 が 仙台 の 青葉山で 見 た もの は個体数

が 非常 に 少 な くて 集団 と は い え な い よ う な もの な の で す

が ， エ ゾ タ ン ポ ポ の 中 に 混生 して い た の で す．つ まり ，

3 倍体 の エ ゾ タ ン ポ ポ の 集団 の 中 に セ ン ダ イ タ ン ポ ポ と

思 われ る 2 倍体が 生 え て い た と い う こ と で す．そ れ で ，

案外 セ ン ダイ タ ン ポ ポ とい うの は エ ゾタ ン ポ ポ か ら出た

と い う こ と もあ り得 る の で は な い か と考 え た わ け な ん で

す けれ ど．

　 もう
一

つ の 例 は ， キ ッ ネ タ ン ポ ポ の 場合で す けれ ど ，

箱根 の 明神岳 で は キ ッ ネ タ ン ポ ポ の 集団 の は じの 方 に エ

ゾ タ ン ポ ポ の 3 倍休 が 3 株 か 4 株 あ る ん で す．そ れで で

す ね ， 3 倍体 か らで た と思わ れ る 巨大花粉 が ， 2 倍体 の

柱頭 で 発芽 して い る写貞があ るの で す．で す か ら ，
2 倍

体 と 3 倍体 の 間 で も， 交 配 し うる の で は な い か と考え て

い る の で すが．そ こ で ， 2 倍体 も 3倍体 も含 め た 形 で の

複 合種 comp 正ex と い う もの を 考え た 方が 良 い の で は な

い の か と い う気 もして い る ん で す け ど．

森 田 ： 勿論最終的 に は ， 倍数体ま で 含め て 複合種 com −

plex を考 え て 行 くと い う こ と な ん だ けれど， 当面 ， 作

業 の
一

段階 と して 今はまず区別 して 考 え て い こ う と い う

こ とで す．そ れ か ら， セ ン ダ ィ タ ン ポ ポ で す け ど，な ん

で カ ン トウ タ ン ポ ポ か ら分 け られ る の か とい うと ， 形態

的 な 違 い と い うよ りも，もの す ご く稔 性が悪 く， ほ とん

ど種子 が で きな い と い う こ とで 区 別 さ れ た わ け で す．実

際現地 で 見 て 良 くわ か っ た の で す け れ ど，ま わ りを エ ゾ

タ ン ポ ポ （3 倍体） に とりか こ まれ て い る わ けな ん で す．

そ の 中 に 2倍 体 の セ ン ダ イ タ ン ポ ポ が 点在 して い て ，ほ

と ん ど 種子 を つ けて い な い ．と こ ろが ， こ れ を 東京 に 持

っ て か え っ て栽培す る と，ま わ りに カ ン ト ウ タ ン ポ ポ が

い っ ぱ い あ る わけで して ， そ の 時 に は 種 チ が ち ゃ ん とつ

き ます．だ か ら， こ れ は 単純 に まわ りを倍数体に と りか

こ まれ て い る か らと考え られます．こ うい う場合 や は り，

こ の エ ゾ タ ン ポ ポ と セ ン ダ イ タ ン ポ ポ が 同 じ所 に は あ る

の だ が 同
一の集団 と は考え られな い ．

山 口 （聰）： 同所的と い う場合で すけ ど，集団 の 中 に あ っ

た ら同所的と い え る の かどうか．

森 田 ： た だ 同 じ所 に あ る の で は な くて ．

〔注〕同所 的 sympatry とい う概念 は ， 山 口 氏 の 言 う と

お りの 意味で かな り漠然と使わ れ て い るt 同
一場所に 2

倍体 と 3 倍体 が あれ ば そ れ は 同所的 で あ る と 言え る わ け

だ が ， こ の 場合に問題 とな っ て い るの は同所的か異所的

か と い う こ とで は な くて 集団 とい うもの を どう考え る か

とい う こ とだろう （森 田）．

山 口 （聰）：
一

般的 に は ， 近 くに ， ある い は集団 の 中に あ

っ た ら， そ れ は 同所的 とい われ て い る の で は な い ん で す

か．
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